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閏｢古代人のココロを探検する-万葉集は言葉の文化財一』
奈良大 学 文 学 部 教 授 上 野 誠

７世紀～８世紀，人々はどんな時代を，どのように生きたの
か。それは１万点に及ぶ正倉院文書や4,516首の歌を収められ
ている万葉集をはじめ，現代に伝わる資料や作品から伺い知る
ことができる，として古代の文書「日本霊異記」から，母親に
貸した金の返済を迫る男の話を現代風にわかりやすく訳したレ
ジュメをもとに，朗読も交えながら先生の情熱あふれるお話で
した。
古代の物々交換の時代を経て貨幣が考案され，浸透するにつ
れていわゆる貨幣経済が発達し，次第に社会も変化していきま
した。仏教が広まって律令制が敷かれ，漢字や儒教を学んだ者
が学問によって地位やお金を得る，いわゆる新しいタイプのエ
リートが登場します。吉備真備や山上憶良がその代表的な例で
しょう。
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●

また，そんな社会の変化のなかで詠まれた万葉集の歌二首をユニークな現代語訳で解説され，
現代にも通ずる経済の論理が浸透してきたことを解説されました。人や物・金が集まる「市」
は男女の出会いの場でもある。よく見もせずにバーゲン品を買って結局は「安物買いの銭失い
(失敗だと気づいても不良品でない限り返品できない)」となり，裏の意味として恋愛における
相手選びの失敗をうたっていることなど，とても興味深く聴かせていただきました。
千数百年の時を経て今もなお人間としての根本は変わらない，古代の人々の経済のルールや
恋愛のルールが生き生きと伝わってくる，そんなお話でした。
数学や数学教育を学び，研究している私たちにとっては普段あまり縁のない方も多いであろ
う「万葉集」についてのお話でしたが，興味を持って，新鮮な感覚で聴かせていただいた方も
おられたのではないでしょうか。

◆上野誠先生の略歴◆
１９６０年，福岡県生まれ。国学院大学大学院で学び，現在奈良大学文学部国文学科教授。文学博士。
財団法人奈良県万葉文化振興財団万葉古代学研究所副所長。
万葉文化論を標傍し，ユニークな視点とソフトな語り口で人気上昇中の若手研究者。MBSラジオ「上野誠の万葉ご
よみ」やNHKラジオ「ないとえっせい」などに出演，万葉集を学ぶ楽しさを伝えている。
１９９２年，第１２回日本民俗学学会研究奨励賞受賞。１９９８年第１５回上代文学会賞受賞。
「体感する万葉」をモットーに学会に新風を送っている。








